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(54)【発明の名称】 超音波診断装置の受信遅延加算回路

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置に用いる受信遅延加算回路に
おいて、遅延線上での電流飽和などにより受信信号の歪
みが起こる。
【解決手段】  遅延線６０のタップに接続される入力回
路６２をコンプリメンタリ構成の一対のベース接地のト
ランジスタ回路にて構成する。この入力回路では、トラ
ンジスタＴＲ

P0
のバイアス電流がトランジスタＴＲ

N0
の

バイアス電流としてＴＲ
N0
に吸い込まれる。これによ

り、ＴＲ
P0
とＴＲ

N0
との接続点に接続されたタップには

バイアス電流が流れず、信号電流のみが遅延線６０に流
入する。また隣接タップの入力回路６４，６６を互いに
コンプリメンタリに構成する。これにより、入力回路６
４から遅延線６０に注入されたバイアス電流が、入力回
路６６のバイアス電流として遅延線６０から引き込まれ
相殺される。これらの構成により遅延線６０上には信号
電流のみが累積、加算される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の振動子で受信された複数チャンネ
ルのエコー信号を信号電流に変換する複数の入力回路
と、前記各入力回路から出力される前記各信号電流を遅
延させて互いに加算する遅延線とを含む超音波診断装置
の受信遅延加算回路において、
少なくとも１つの前記入力回路は、前記遅延線の同一の
タップにそれぞれ接続され互いにコンプリメンタリ構成
をなす一対のベース接地方式のトランジスタ回路を含む
ことを特徴とする受信遅延加算回路。
【請求項２】  複数の振動子で受信された複数チャンネ
ルのエコー信号を信号電流に変換する複数の入力回路
と、前記各入力回路から出力される前記各信号電流を遅
延させて互いに加算する遅延線とを含む超音波診断装置
の受信遅延加算回路において、
前記遅延線の第１のタップに接続された前記入力回路
は、前記遅延線へ流入する向きのバイアス電流が流れる
ベース接地方式の第１のトランジスタ回路を含んで構成
され、
前記遅延線の第２のタップに接続された前記入力回路
は、前記遅延線から引き込む向きのバイアス電流が流れ
るベース接地方式の第２のトランジスタ回路を含んで構
成されること、
を特徴とする受信遅延加算回路。
【請求項３】  請求項２記載の超音波診断装置の受信遅
延加算回路において、
前記遅延線の第３のタップに接続された前記入力回路
は、当該第３のタップにそれぞれ接続され互いにコンプ
リメンタリ構成をなす一対のベース接地方式のトランジ
スタ回路を含むことを特徴とする受信遅延加算回路。
【請求項４】  請求項２又は請求項３に記載の超音波診
断装置の受信遅延加算回路において、
前記第１のトランジスタ回路と前記第２のトランジスタ
回路とは互いにコンプリメンタリに構成され、それらト
ランジスタ回路それぞれの前記バイアス電流の絶対値が
互いに等しいこと、
を特徴とする受信遅延加算回路。
【請求項５】  請求項２から請求項４のいずれかに記載
の超音波診断装置の受信遅延加算回路において、
前記第１のタップと前記第２のタップとは互いに隣接す
ることを特徴とする受信遅延加算回路。
【請求項６】  請求項１から請求項５のいずれかに記載
の超音波診断装置の受信遅延加算回路において、
前記各入力回路を構成する前記各トランジスタ回路のバ
イアス電流は、当該各入力回路に入力される前記チャン
ネルの数に応じた大きさに設定されることを特徴とする
受信遅延加算回路。
【請求項７】  請求項６記載の超音波診断装置の受信遅
延加算回路において、
前記各入力回路の前記バイアス電流は、当該入力回路が
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接続されるタップに対応する前記遅延線による遅延時間
が大きいほど、大きくなるように設定されることを特徴
とする受信遅延加算回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置に
用いられる受信遅延加算回路に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子走査方式の超音波診断装置では、振
動子アレイの各チャンネルからのエコー信号を整相加算
することにより受信ビームの形成が行われる。整相加算
は、チャンネルごとにエコー信号に遅延時間を付与し、
その上でエコー信号相互を加算する処理であり、エコー
信号に付与する遅延量を制御することにより受信指向性
を調節することができる。
【０００３】受信遅延加算回路は、この整相加算処理を
行うものである。図４に示す回路図は受信遅延加算回路
の第１の従来技術である。振動子アレイからのｍチャン
ネルのエコー信号ＳＧ

1
～ＳＧ

m
はクロスポイントスイッ

チ２へ入力される。クロスポイントスイッチ２の各出力
端は、電流バッファ回路である入力回路４をそれぞれ介
して、遅延線６のｎ本のタップＴ

1
～Ｔ

n
のいずれかに接

続される。クロスポイントスイッチ２は、入力された各
エコー信号がそれぞれ所望の遅延時間に対応するタップ
へ出力されるように制御される。
【０００４】各入力回路４は、ベース接地トランジスタ
ＴＲを含んで構成され、そのエミッタとクロスポイント
スイッチ２の出力端との間に抵抗Ｒ

01
とコンデンサＣ

01

とが直列に配置される。この入力回路４にエコー信号を
入力すると、コレクタからエコー信号に応じた信号電流
が取り出される。この信号電流はタップを介して遅延線
６に入力され、その入力点から遅延線終端までの長さに
応じた遅延時間を与えられる。遅延線内では、各タップ
から入力された信号電流が加算され、その加算された信
号電流が遅延線終端に設けられた終端抵抗Ｒ

E
により電

圧信号に変換され、アンプ８から出力される。
【０００５】この入力回路４から出力される電流信号を
歪ませない、すなわち入力されるエコー信号の波形を精
度良く反映した電流信号を得るためには、トランジスタ
ＴＲにバイアス電流を供給する必要がある。従来の遅延
加算回路では、このトランジスタＴＲへのバイアス電流
Ｉ
B
は、図４に示すように遅延線６を介して供給されて

いる。
【０００６】図５に示す回路図は受信遅延加算回路の第
２の従来技術である。この受信遅延加算回路では、トラ
ンジスタＴＲと遅延線６との間がコンデンサＣ

02
により

交流結合され、またトランジスタＴＲのコレクタにチョ
ークコイルＬが接続される。この構成によれば、遅延線
６へは直流のバイアス電流は流れず、交流成分である信
号電流のみが流れ、またトランジスタＴＲへのバイアス
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3
電流はチョークコイルを介して供給される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】上記第１の従来技術で
は、トランジスタＴＲに供給されるバイアス電流は、エ
コー信号に応じた信号電流の有無に関わらず、遅延線４
を常に流れる。遅延線の各点には、複数の入力回路への
バイアス電流が流れうるため、遅延線を構成するコイル
が電流飽和しやすい。そして電流飽和を起こすと電流信
号に歪みを生じ、超音波断層画像の画質が劣化するとい
う問題があった。これを解決するために電流定格の大き
な遅延線を使用すると、コストが上昇する問題やサイズ
が大きくなるという問題を生じる。さらに消費電力が大
きいという問題も生じる。また各入力回路のバイアス電
流を低下させることは、それに応じて信号電流も低下さ
せなければならないため、Ｓ／Ｎ比が低下するという問
題を生じる。
【０００８】一方、上記第２の従来技術は、遅延線にバ
イアス電流を流さないようにするものであるが、インピ
ーダンスの不整合により電流信号が歪むという問題を有
していた。
【０００９】本発明は上記問題点を解消するためになさ
れたもので、遅延線の電流飽和や電流信号の歪みを生じ
ない受信遅延加算回路を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明に係る受信遅延加
算回路は、少なくとも１つの入力回路が、遅延線の同一
のタップにそれぞれ接続され互いにコンプリメンタリ構
成をなす一対のベース接地方式のトランジスタ回路を含
むものである。
【００１１】本発明によれば、互いにコンプリメンタリ
構成をなす２つのベース接地方式のトランジスタ回路を
用いて入力回路が構成され、タップは２つのトランジス
タ回路の接続点に接続される。これにより、一方のトラ
ンジスタ回路は接続点にバイアス電流を流入させ、他方
のトランジスタ回路は接続点からバイアス電流を引き込
むため、接続点から遅延線へは基本的にバイアス電流が
除かれた信号電流のみが入力される。よって、遅延線に
流れる電流が抑制される。
【００１２】他の本発明に係る受信遅延加算回路は、遅
延線の第１のタップに接続された入力回路が、前記遅延
線へ流入する向きのバイアス電流が流れるベース接地方
式の第１のトランジスタ回路を含んで構成され、前記遅
延線の第２のタップに接続された入力回路が、前記遅延
線から引き込む向きのバイアス電流が流れるベース接地
方式の第２のトランジスタ回路を含んで構成されるもの
である。
【００１３】本発明によれば、遅延線には、そのある位
置に第１のトランジスタ回路からバイアス電流が注入さ
れ、また他の位置から第２のトランジスタ回路がバイア
ス電流を引き込む。これにより、遅延線に流れるバイア
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ス電流の減殺が図られる。
【００１４】本発明の好適な態様は、前記遅延線の第３
のタップに接続された前記入力回路が、当該第３のタッ
プにそれぞれ接続され互いにコンプリメンタリ構成をな
す一対のベース接地方式のトランジスタ回路を含むこと
を特徴とする受信遅延加算回路である。
【００１５】他の本発明の好適な態様は、前記第１のト
ランジスタ回路と前記第２のトランジスタ回路とが互い
にコンプリメンタリに構成され、それらトランジスタ回
路それぞれの前記バイアス電流の絶対値が互いに等しい
ことを特徴とする受信遅延加算回路である。
【００１６】別の本発明の好適な態様は、前記第１のタ
ップと前記第２のタップとが互いに隣接することを特徴
とする受信遅延加算回路である。第１のタップに注入さ
れたバイアス電流は遅延線のある方向に向かって流れ
る。本態様ではその遅延線上の電流に対して、第２のタ
ップを第１のタップより下流側の次のタップとして設け
ることができ、これにより、第１のタップから注入され
たバイアス電流が遅延線上を流れる距離が短縮され、遅
延線上の電流量の低減に資する。
【００１７】また他の本発明に係る受信遅延加算回路に
おいては、前記各入力回路を構成する前記各トランジス
タ回路のバイアス電流が、当該各入力回路に入力される
前記チャンネルの数に応じた大きさに設定される。
【００１８】入力回路は各タップに対応して設けられ、
また各タップに入力された信号電流にはタップ位置に応
じた遅延時間が付与される。すなわち、付与すべき遅延
時間が同じであれば、異なる振動子から得られる複数の
エコー信号が共通の入力回路に入力され、入力回路でそ
れらの加算が行われる。加算された信号電流は単独の信
号電流より振幅が大きくなりうる。本発明によれば、入
力されるエコー信号のチャンネル数が多くなり得る入力
回路のバイアス電流を、その入力チャンネル数に応じて
大きく設定する。これにより、入力回路で加算されたエ
コー信号が歪むことが抑制される。
【００１９】本発明の好適な態様は、前記各入力回路の
前記バイアス電流が、当該入力回路が接続されるタップ
に対応する前記遅延線による遅延時間が大きいほど、大
きくなるように設定されることを特徴とする受信遅延加
算回路である。
【００２０】通常の振動子アレイにおいて受信ビームを
形成する場合、フォーカス点から最短距離にある振動子
に最大の遅延時間が付与され、当該振動子から離れた振
動子ほど小さな遅延時間が付与される。その遅延時間の
減少の度合いは、最大遅延時間の振動子から離れるに従
って増加する。すなわち、遅延時間が小さいほど、その
遅延時間を付与される振動子の数は少なくなり、反対に
最大遅延時間に近いほど、その遅延時間を付与される振
動子の数が多くなる傾向がある。そのため、遅延時間が
大きいタップほど、対応する入力回路に割り当てられる
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エコー信号のチャンネル数が大きくなりやすい。本態様
はこのような傾向に鑑み、遅延時間の大きなタップに対
応する入力回路ほど大きなバイアス電流を供給するよう
に構成するものである。
【００２１】
【発明の実施の形態】次に、本発明に係る送信回路の好
適な実施形態について図面を参照して説明する。図１
は、本発明に係る送信回路を用いた超音波診断装置の概
略のブロック構成図である。装置はプローブ２０に含ま
れる多数の振動子を駆動する送信回路２２を有してい
る。
【００２２】送信回路２２は、制御回路２４の制御の下
で、各振動子を駆動する駆動パルスの生成タイミングを
調節する。これによって、振動子間での超音波の送信遅
延量が制御され、生体内の所望の位置に超音波がフォー
カスされる。
【００２３】一方、受信時にはプローブ２０の各振動子
からの受信信号はそれぞれプリアンプ２６にて増幅され
た後、受信遅延加算回路２８に入力される。受信遅延加
算回路２８は、プリアンプ２６それぞれに対応した各チ
ャネルごとに、受信信号に対する遅延量を可変に設定す
ることができる。その遅延量は制御回路２４により制御
され、各チャネルの受信信号はそれぞれ遅延された後、
互いに加算される。制御回路２４は、一つの受信方向に
対して深さ方向に多段階にフォーカス点を変えるように
受信遅延量を調整し、これによりダイナミックフォーカ
スが実現される。深さ方向にフォーカス点を変えるこの
走査と、受信方向を変える走査とによって生体の断層画
像を得ることができる。
【００２４】加算された受信信号は受信処理回路３２に
入力される。受信処理回路３２は受信信号から受信デー
タを抽出する。受信データはＡＤＣ（analog-to-digita
l converter）回路３４によってデジタル信号へ変換さ
れ、ＤＳＣ（digital scan converter）３６に格納され
る。ＤＳＣ３６へのデータの格納及び読み出しは制御回
路２４により制御される。ＤＡＣ（digital-to-analog 
converter）３８はＤＳＣ３６から表示装置４０の走査
方式に応じて順次読み出されたデジタル値をアナログの
画像信号に変換し、表示装置４０はそれを画像表示す
る。
【００２５】さて、本装置の特徴は受信遅延加算回路２
８にある。図２は、受信遅延加算回路２８の概略の構成
を示す回路図である。プローブ２０に内蔵される振動子
アレイからのｍチャンネルのエコー信号ＳＧ

1
～ＳＧ

m
は

クロスポイントスイッチ５０へ入力される。クロスポイ
ントスイッチ５０は遅延線６０のタップに対応してｎチ
ャンネルの出力端を有する。これら各出力端は、電流バ
ッファ回路である入力回路６２～６６を介して、遅延線
６０の（２ｎ＋１）本のタップＴ

0
～Ｔ

2n
に接続され

る。クロスポイントスイッチ５０は、制御回路２４によ

6
り制御され、入力された各エコー信号をそれぞれ所望の
遅延時間に対応するタップへ出力する。
【００２６】タップから遅延線に入力された電流信号
は、タップの位置から遅延線の出力端までの距離に応じ
た時間だけ遅延される。遅延線内では各タップに入力さ
れ異なる遅延時間を付与された信号電流が互いに加算さ
れ、その加算された信号電流が遅延線終端に設けられた
終端抵抗Ｒ

E
により電圧信号に変換され、アンプ７０か

ら出力される。
【００２７】遅延線６０の終端とは反対の端部からはタ
ップＴ

0
が引き出され、これに入力された電流信号は遅

延線６０により可能な最大の遅延を付与される。一方、
遅延線６０の終端からはタップＴ

2n
が引き出され、これ

に入力された電流信号は遅延線６０による遅延は受けな
い。これらタップＴ

0
とタップＴ

2n
との間に順にタップ

Ｔ
1
～Ｔ

2n-1
が設けられる。

【００２８】タップＴ
0
には入力回路６２が接続され、

またタップＴ
2k-1
には入力回路６４、Ｔ

2k
には入力回路

６６が接続され、これら入力回路はクロスポイントスイ
ッチ５０から出力されたエコー信号を信号電流に変換す
る。なお、ここでｋ＝１～ｎである。
【００２９】入力回路６２は、ベース接地方式の一対の
トランジスタ回路で構成される。一方のトランジスタ回
路を構成するＰＮＰ型トランジスタＴＲ

P0
は、ベースを

バイアス電圧“＋Ｖ
B
”に接続され、またエミッタは抵

抗（抵抗値Ｒ
0
）を介して電源“＋Ｖ

E
”に接続される。

他方のトランジスタ回路を構成するＮＰＮ型トランジス
タＴＲ

N0
は、ベースをバイアス電圧“－Ｖ

B
”に接続さ

れ、またエミッタは抵抗（抵抗値Ｒ
0
）を介して電源

“－Ｖ
E
”に接続される。ＴＲ

P0
とＴＲ

N0
との各コレク

タは互いに接続される。このコレクタ同士の接続点が入
力回路６２の出力端であり、タップＴ

0
に接続される。

クロスポイントスイッチ５０の出力端ＯＵＴ
0
から入力

回路６２への入力信号は、２つに分岐され、それぞれコ
ンデンサ（容量Ｃ

0
）を介してＴＲ

P0
とＴＲ

N0
とのエミ

ッタに印加される。
【００３０】このように、入力回路６２はＴＲ

P0
を含む

トランジスタ回路とＴＲ
N0
を含むトランジスタ回路とか

ら構成される。ここで、ＴＲ
P0
及びＴＲ

N0
にはコンプリ

メンタリ・ペアとなるものが用いられ、２つのトランジ
スタ回路は互いにコンプリメンタリに構成される。この
構成により、ＴＲ

P0
には電源“＋Ｖ

E
”から供給される

バイアス電流Ｉ
B0
が流れ、ＴＲ

N0
にはＴＲ

P0
のコレクタ

から流出したバイアス電流Ｉ
B0
がそのまま流れ込み、電

源“－Ｖ
E
”へ吸収される。すなわち、ＴＲ

P0
，ＴＲ

N0

には共通のバイアス電流Ｉ
B0
が流れる。よって、基本的

に遅延線６０には入力回路６２のバイアス電流成分は流
れず、エコー信号に応じた信号電流Ｉ

S0
のみがタップＴ

0
から遅延線６０に入力される。これにより遅延線６０
の電流飽和の防止が図られる。
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7
【００３１】次に、入力回路６４，６６を説明する。タ
ップＴ

2k-1
に接続される入力回路６４は、ベース接地の

ＰＮＰ型トランジスタＴＲ
Pk
を用いたトランジスタ回路

を含んで構成される。ＴＲ
Pk
はベースをバイアス電圧

“＋Ｖ
B
”に接続され、またエミッタは抵抗（抵抗値

Ｒ
k
）を介して電源“＋Ｖ

E
”に接続される。またエミッ

タには、クロスポイントスイッチ５０の出力端ＯＵＴ

2k-1
からの入力信号がコンデンサ（容量Ｃ

k
）を介して

印加される。一方、入力回路６４の出力端はＴＲ
Pk
のコ

レクタであり、これがタップＴ
2k
に接続される。

【００３２】タップＴ
2k
に接続される入力回路６６は、

ベース接地のＮＰＮ型トランジスタＴＲ
Nk
を用いたトラ

ンジスタ回路を含んで構成される。ＴＲ
Nk
はベースをバ

イアス電圧“－Ｖ
B
”に接続され、またエミッタは抵抗

（抵抗値Ｒ
k
）を介して電源“－Ｖ

E
”に接続される。ま

たエミッタには、クロスポイントスイッチ５０の出力端
ＯＵＴ

2k
からの入力信号がコンデンサ（容量Ｃ

k
）を介

して印加される。一方、入力回路６６の出力端はＴＲ
Nk

のコレクタであり、これがタップＴ
2k
に接続される。

【００３３】ここでＴＲ
Pk
及びＴＲ

Nk
にはコンプリメン

タリ・ペアとなるものが用いられ、タップＴ
2k-1
に接続

される入力回路６４とタップＴ
2k
に接続される入力回路

６６とは互いにコンプリメンタリに構成される。これに
より、ＴＲ

Pk
のバイアス電流とＴＲ

Nk
のバイアス電流は

大きさが同じで向きが反対となる。つまり、入力回路６
４からはバイアス電流Ｉ

Bk
と入力回路６４にて生じる信

号電流Ｉ
S(2k-1)

とが加算された電流“Ｉ
Bk
＋

Ｉ
S(2k-1)

”が流れ出し、これがタップＴ
2k-1
から遅延

線６０に流入する。一方、入力回路６６はバイアス電流
Ｉ

Bk
をタップＴ

2k
を介して遅延線６０から引き込むこと

になる。そのため、遅延線６０からは、バイアス電流Ｉ

Bk
から入力回路６６にて生じる信号電流Ｉ

S(2k)
を引い

た差分の電流“Ｉ
Bk
－Ｉ

S(2k)
”が、タップＴ

2k
を介し

て入力回路６６へ流出することになる。
【００３４】このように、タップＴ

2k-1
に接続される入

力回路６４とタップＴ
2k
に接続される入力回路６６とを

コンプリメンタリに構成することにより、入力回路６４
から遅延線６０に流入したバイアス電流成分が遅延線６
０の隣接するタップから入力回路６６へ流出する。つま
り、その下流のタップＴ

2k+1
に伝達される電流のうち、

タップＴ
2k-1
，Ｔ

2k
に接続された入力回路６４，６６に

起因する成分は、それらで生じる信号電流の和“Ｉ

S(2k-1)
＋Ｉ

S(2k)
”のみであり、バイアス電流Ｉ

Bk
の伝

達が回避される。これによりタップに接続された入力回
路のバイアス電流が遅延線６０上で累積することが防止
され、遅延線の電流飽和が抑制される。さらに、入力回
路６４，６６による構成は、１タップ当たりの回路素子
数が少なくてすむ。
【００３５】図３は、振動子のチャンネルと当該チャン
ネルのエコー信号が入力される遅延線のタップとの関係

8
の一例を示す説明図であり、横軸ＳＧが振動子のチャン
ネルの番号に対応し、また縦軸が遅延時間に対応する。
この図ではプローブ２０は１５チャンネルのエコー信号
を出力し、遅延線６０は７個のタップを有する場合（す
なわち、ｍ＝１５，ｎ＝３の場合）に、振動子アレイの
正面に受信ビームを形成する例を示している。同図にお
いて、必要とされる遅延時間は曲線８０で示される。こ
の場合、中心のチャンネル“８”が最大の遅延時間を必
要とし、当該チャンネルから離れるに従って必要とされ
る遅延時間は減少する。
【００３６】遅延線６０が与えうる遅延時間は、タップ
の位置に応じた離散的な値であり、各チャンネルは、当
該チャンネルが必要とする遅延時間を近似的に与えるタ
ップに割り当てられる。そのため、同一のタップに複数
のチャンネルが割り当てられることが起こる。図３に示
す例では、チャンネル“６”～“１０”の５チャンネル
がタップＴ

0
に、またチャンネル“４”，“５”，“１

１”，“１２”の４チャンネルがタップＴ
1
に、またチ

ャンネル“３”，“１３”の２チャンネルがタップＴ
2

に、またチャンネル“２”，“１４”の２チャンネルが
タップＴ

3
に、またチャンネル“１”，“１５”の２チ

ャンネルがタップＴ
6
に、それぞれクロスポイントスイ

ッチ５０によって割り当てられる。
【００３７】この例にも見られるように、タップに割り
当てられるエコー信号のチャンネル数は、概して遅延時
間が大きいタップほど多いという傾向がある。複数のエ
コー信号が重畳、加算される場合、その加算チャンネル
数に応じて、加算されたエコー信号の振幅は大きくなり
得、それに対応して、入力回路のバイアス電流も大きく
設定しておく必要がある。そこで、本実施形態の受信遅
延加算回路では、各タップに接続される各入力回路のバ
イアス電流Ｉ

Bk
（ｋ＝０～ｎ）の間に、Ｉ

B0
＞Ｉ

B1
＞…

＞Ｉ
Bn
なる関係を持たせるように設定が行われている。

具体的には、トランジスタＴＲ
Pk
，ＴＲ

Nk
それぞれのエ

ミッタと電源との間に配置される抵抗Ｒ
k
（ｋ＝０～

ｎ）の値を調整することにより、上記バイアス電流の関
係が実現される。これにより、入力回路での飽和を回避
しつつ、その消費電力を抑制することができる。
【００３８】また、本実施形態の受信遅延加算回路で
は、上述したようにタップＴ

0
に対応する入力回路を、

入力回路６４，６６ではなく入力回路６２によって構成
している。これは、タップＴ

0
に割り当てられるエコー

信号のチャンネル数が概して他のタップより多くなるこ
とを考慮したものである。すなわち、タップＴ

0
から遅

延線６０に比較的大きいＩ
B0
が流入することが回避され

るので、遅延線６０の電流容量はＩ
B0
を許容するもので

ある必要がなくなり、一層小さな電流容量とすることが
できる。
【００３９】なお、上述の構成では入力回路６２はタッ
プＴ

0
に対してのみ用いたが、複数のタップに用いる構
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成も可能である。
【００４０】
【発明の効果】本発明の受信遅延加算回路によれば、入
力回路をコンプリメンタリ構成とすることにより、遅延
線へのバイアス電流の流入を抑制すること、又は遅延線
に流入したバイアス電流を相殺することができ、遅延線
の電流飽和が抑制され、エコー信号に応じた電流信号の
歪みが防止される。
【００４１】また本発明の受信遅延加算回路によれば、
入力回路に入力されるエコー信号のチャンネル数に応じ
て、当該入力回路のバイアス電流が設定されるので、入
力回路の消費電力が抑制される。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明に係る送信回路を用いた超音波診断装
置の概略のブロック構成図である。 *

10
*【図２】  本発明に係る受信遅延加算回路の概略の構成
を示す回路図である。
【図３】  振動子のチャンネルと当該チャンネルのエコ
ー信号が入力される遅延線のタップとの関係の一例を示
す説明図である。
【図４】  第１の従来技術に係る受信遅延加算回路の回
路図である。
【図５】  第２の従来技術に係る受信遅延加算回路の回
路図である。
【符号の説明】
２０  プローブ、２４  制御回路、２８  受信遅延加算
回路、３２  受信処理回路、４０  表示装置、５０  ク
ロスポイントスイッチ、６０  遅延線、６２，６４，６
６  入力回路。

【図１】

【図３】
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